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活性汚泥に対する細菌の 吸着挙動

（宇都 宮大 ・工 ・応 用化 学 ）○ 花崎正 平、柿井一
男

【目的】活性 汚泥 は優 れ た濁質 除去能 と 自己 凝集能を有 して い る 。 こ こで は 、下

水処 理 場 の 最初 沈 殿 池 の 濁質 や純 粋分 離 した分 散 性細 菌 を用 い 、 活 性 汚 泥 に対 す

る 吸 着性、 菌体表面 の 親 水性／疎水性な どを調 べ 、 活性汚泥 フ ロ ッ クによる濁 質除

去の メカ ニ ズ ム を探 ることを 目的とした 。

【方法 及 び 結果 】 下 水 活性汚泥 か らの 分 散性細菌の 分 離 は 、超音波照射 の の ち、

桜井の 寒天培地を用 い て 行 っ た 。 菌体表 面 の 疎水 的 性 質 は 、 パ ス ツ
ール ピペ ッ トに

充填したオクチル セフ ァ ロ
ー

ス に対す る吸着性か ら評価 した 。 菌体の 吸 着速度定数 k

は 一d τ／ dt ＝ kT （7は 分 散 性 菌 体 の 濁 度） より算 出し た 。 下 水 の 初 沈濁 質 はそ れ

自体若干 の 凝集性 を有 して い たが 、 活性汚 泥 との 混合で 速や か に ほ ぼ 2hで 吸着除

去 され 、通常設定条件 （水理 学的滞留 時間 、6h）で 十 分 で あるこ とが 示 され た 。

ま た 、分 離菌体 の 活 性 汚 泥 に対 す る吸 着性 は疎 水性 が 強 い もの ほ ど大 きい 傾 向を

示 し、濁質 や菌体 の 吸 着除去 に表面 疎水性が大きく係 っ て い た 。 活性汚泥 もρ
一キシ

レンな どの 炭化水素 系 有 機 溶 媒 によく付 着 し 、 疎 水 的性 質 を有 するこ とか ら 、 細 菌

を含め た濁質 除去の 1つ の メカ ニ ズ ム として疎水性相互作用が 考 えられ た 。
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【目的1 活性汚泥 中に は凝集性細 菌ば か りで な く、 多種類 の 分散性細 菌が 共存し

て い る。 この た め 、前 者 以外 の 凝集 メ力ニ ズ ム の 存在 が 予 想され た 。 本研究で は 、

純粋分離 した分散 性細 菌を用 い 、 二 者混 合系 で の ヘ テ ロ凝集 が起 こるか 否 か につ

いて 検討を加 えた。 こ れ により、以 下 に示 す新 たな 知 見 が 得 られ たの で 報告する 。

【方法及 び 結果 】下 水活性汚泥 か ら超音波処 理で 無作為に 分離した全52株 の 約 60

％に相 当する菌株 が フ ロ ッ ク形 成率 20 ％以 下 の 分 散性細菌で あ っ た 。 実験 に用 い た

分 散 性の 4菌株 に お い て は 、形 成 され るフロ ッ クの サイズ と凝集 の 程 度 に違 い が見 ら

れ た もの の 、S24 は S33、　 S35及 びS51、さらにS33は S35及 び S51 、　 S35 は S51 とい

う組 み 合 わ せ で も ヘ テ ロ 凝集 を引 き起 こ した 。 こ の ことは 位相差顕微鏡及び SEM に

よ る観察か らも確認 され た 。 16SrDNA の 塩基 配 列 の 解析 な どか ら、
　 S24 、

　 S33 、
　 S

51は そ れ ぞ れ Bacf／lus、　Acinθtob∂ctθr、ん〃
『
brobacteriumに属 するもの と推 定され た 。

S35 の 同定 、 ヘ テ ロ 凝集 と細 胞 表 面 の 性質 （親水 的あるい は 疎水的性質、電気的

性 質 な ど） との 関 連 性 な どを検 討 中で あ る 。 そ の 他 の 分 散 性 細 菌 につ い て も調 査

中で あり、さらに異な る細菌間で の ヘ テ ロ 凝 集 が 期 待され る 。
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